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年
貌
の
い
戸
、
ふ
葱
夕
、
総
タ

I
4
q
4
q
 

)
 

旬

E
A

ret

、

新
春
を
迎
え
益
々
ご
他
勝
の
こ
と
と
お

鹿
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
「
尖
出
話
品
川
で
の
衝
突
事

件
」
・「
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
凶
砲
撃
事
件
」

な
ど
同
際
社
会
の
巾
で
円
本
政
府
の
対

応
が
問
わ
れ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
以
の
記
録
的
な
猛
宮
は
、
知

卵
や
野
菜
の
倒
栴
の
卜
丹
、
漁
池
山
の

低
迷
な
ど
私
達
の
年
間
を
山
唱
し
今
も

尼
を
引
い
て
い
ま
す
。

政
治
的
に
は
、
政
権
交
代
を
し
て
間

も
無
い
民
主
党
の
嶋
山
首
相
が
辞
任
し

背
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
「
引
業
仕
分

け
」
も
「
子
ど
も
下
山
l
」
も
中
途
半
端

で
、
民
L

上
党
の
迷
之
は
続
き
、
あ
ら
ゆ

る
部
門
へ
の
阪
特
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

い
ち
早
い
以
気
の
川
復
か
望
ま
れ
て
止

み
ま
せ
ん
。

(
社
)
一
関
地
区
法
人
会

L>. 

長

小
野
寺

利

巴
田
氏

さ
て
、
山
地
区
法
人
会
は
昨
年
は

税
を
中
心
と
し
た
研
修
会
や
、
社
会
丘

献
活
動
、

e
T
a
x
の
普
及
な
ど
多

様
な
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
社
会
長
献
活
動
で
は
占
年
部
会

・

女
性
部
会
を
中
心
に
租
税
教
宅
を
禎
槻

的
に
行
い
ま
し
た
。
竹
内
七
つ
の
小
学

校
(
円
形

・
宅
恨
点

・
興
凹

・
長
品

-

J

「泉

・
巾
旦

・
的
衣
)
へ
山
向
き
、
税

の
し
人
切
さ
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
生
懸
命
学
ぼ
う
と
す
る
姿
に
、
反
対

に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
古
川
年
部
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

お
陪
を
も
ち
ま
し
て
削
立
一
十
周
年
を

迎
え
、
「
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際

の
持
令
を
社
会
ド
貝
献
活
動
の

一
環
と
し

て
「
雌
の
凶
」
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

部
会
員
は
も
ち
ろ
ん
O
B
の
皆
様
、
そ

し
て
役
以
の
皆
織
に
は
、
紙
面
を
お
前

り
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
法
人
会
の
指
針
と
し
て
お

り
ま
す
「
他
令
な
納
税
青
の
同
体
」
と

し
て
、
会
員
の
活
性
化
に
配
慮
し
た
税

制
岐
正
を
全
法
述
を
通
じ
て
要
望
す
る

と
と
も
に
、
「
・
以
き
経
山
一
川
民
刊
の
川
体
」
と

し
て
充
実
し
た
恨
業
を
展
開
し
て
参
り

た
い
と
与
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に

寄
う
す
る
た
め
、

e
1
T
a
x
の
持
及

に
努
め
て
ゆ
き
た
い
と
与
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
会
員
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
布
法
人
会
で
は
、
全

法
辿
の
「
全
問
問
問
二
単
位
会
す
べ
て

が
公
益
認
定
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で

行
く
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
基
づ
い
て
、

公
益
認
定
に
向
け
て
研
修
や
会
議
を
繰

り
返
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支
援
に

つ
い
て
も
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
先
陣
を
切
っ
て
公
益
認

定
の
巾
請
を
行
っ
て
い
た
東
京
の
大
森

法
人
会
が
、
昨
年
卜
一
川
一一
十
六
円
に

全
悶
の
法
人
会
の
第

一
ハ
ヴ
と
し
て
正
式

平
成
二
十
三
年
度
税
制
改
正
の
提

去
る
ト
z

一月
八
日
、
小
野
寺
会
長
ら

が

一
関
市
役
所
を
訪
れ
、
「
市
「
成
二
卜
J
4

午
度
税
制
改
正
に
閲
す
る
提
J
S」
を

勝
部
市
民
に
手
渡
し
、
税
制
改
正
の
必

裂
性
を
訴
え
た

こ
の
促
一J
A
で
は
、
総
論
と
し
て
に

経
済

・
財
政

・
社
会
保
附
制
度
の
改
中

O
行
財
政
改
革
の
推
進

一閃

・
地
方
の

あ
り
方

O
税
制
改
革
の
あ
り
方

O
租
税

教
育
の
充
実
等
を
掲
げ
、
各
論
と
し
て

に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
大
森
法
人
会
の
認
定
は
、
中
前

準
備
を
進
め
て
い
る
法
人
会
に
と
っ
て

大
き
な
刈
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
全
法
連
と
県
連
の
指
導
の

も
と
公
益
認
定
申
討
に
向
け
て
、
一
一
川

の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
の
事
業
の
充
実
を

期
す
こ
と
は
勿
論
、
何
と
い
っ
て
も
組

織
率
の
向
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
身
近
な
仲
間
を
少
し
で
も
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
込
非
お
声
が
け

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
、
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

会
員
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

ご
健
勝
で
ご
多
幸
な

一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念

中
し
上
げ
ご

技
惨
と
い
た

し
ま
す
。

を
提
出
:

は
法
人
税
制
個
人
所
得
税
制
相

続
税
制
官
業
承
継
税
制
O
消
貨
税
制

地
方
税
制
の
見
直
し

O
環
境
税
制
等

に

つ

い

て

訴

前

リ

え

て

い

る

。

昨

制

的、

.d，
l

帳
備

は

引

開

削

船

棚

田

会

議

長

に

も

溜

一

目

担
却
ム
玄

同
じ
提
一一口苫

柾
侍

宇

佐

提

出

し

た

制

収

税
務
行
政
の
発
展
に
大
き
く
氏
献
さ

れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
納
税
表
彰
受
賞

式
が
、
「
税
を
与
え
る
週
間
」
中
の
卜

一

片
卜

一
円
に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
l
ト
に
て

学
行
さ
れ
た
。

刈
1

会
よ
り
、
副
会
長
の
及
川
弘
人
氏

(
一
関
伝
川
合
防
)
と
聞
い
引
の
錨
地
平

一
氏
(
附
丸
幅
)
が
、
法
人
会
の
古
川
出
・

発
凶
並
び
に
正

-
L

し

い

税

知

識

の

-

倒

普
及
と
納
税
道

義
の
高
掘
に
尽

力
さ
れ
た
功
給

で
、
受
一
日
の
栄
告

に
附
い
た
。

及川弘人氏菊地平一氏
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『
自
宅
で
楽
し
め
る

カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
教
室
」

平成23年 1月7日

去
る
卜

一
川
卜
二
H
、
版
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
川
本
法
一
回
削
削
造
組
合

点
北
文
部
と
の
共
催
で

「
門
宅
で
楽

し
め
る
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
教
室
」

を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
ア
ビ
エ
ン
ト
マ
ス
タ
ー

で
カ
ク
テ
ル
ソ
ム
リ
エ
の
松
本
一
晃

氏
。
先
生
は
、
円
己
制
介
の
中
で
、

什
か
ら
モ
デ
ル
を
し
て
お
り
、

A
r
も

続
け
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。

2

・4
E
E

一
均
三

一

一伽

一
m
l
I

一

の本間・・・・
氏

一
ル

い
品
川

h

・a・-混

一行
ぷ
，は
凶
仙

一
・ヌ

ザ
女

4

・・・・・
師

一尚

一一

a
a
a

-
-崎

川
相

一

一衡
問

一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
酒
の

歴
史
を
説
明
し
た
あ
と
、
火
性
が
関

心
の
あ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

「
カ
ロ
リ
ー
を
気
に
す
る
よ
り
も
糖

質
を
搾
え
た
方
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

が
あ
る
。」

ま
た
「
糖
尿
病
に
は
炭
ぷ

化
物
が
最
も
悪
い
。
炭
水
化
物
に
は

を
開
催
・
・

h
 

糖
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
注

患
。」

な
ど
と
話
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
、
先
生
の
指
導
の
ド
、

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

・
金
魚

・
出
か
い

ゆ
ず
茶
カ
ク
テ
ル

・
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
訓
り
等
々
山
来
上
が
っ
た
カ

ク
テ
ル
の
美
し
さ
に
感
嘆
の
声
を
あ

げ
な
が
ら
、
始
ど
の
参
加
者
が
曜
な

の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
カ
ク
テ

ル
を
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
1

」

と
円
し
上
が
っ
て
い
た
。

レ
シ
ピ
も
い
た
だ
い
た
の
で
、
門

官
で
作
っ
て
み
た
万
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は

・
・
・
・

っ・
。

............................................................ 

税
務
署
と
の
交
流
事
業
実
施
!

恒
例
の
「
税
務
署
と
の
い
父
涜
事
業
」

を
去
る
卜
一
月

A

一卜
内
円
税
務
署
の

二
階
会
議
宅
で
開
催
し
た
。

骨

量

恥

封

税

申を
告い初
のため
義だに
務き岩
が、谷
あそ持
:りの長
:ま後:さ
さす「ん
= 。その
:情のご
:報収撲
:技人拶 挨拶をする岩谷署長カクテルを作る参加者

術
専
門
官
の
仕
ポ
」
と
い
う
題
の
ビ

デ
オ
を
観
た
の
そ
の
中
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
が
多
く
行
わ
れ
て

い
る
の
に
巾
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

-
一卜
万
円
以
上
の
所
得
が
あ
れ
ば
巾

告
の
義
務
が
あ
る
ん
だ
よ
と
訴
え
て

い
た
。輩
"事会

F
邑

F
U-AM 

と一署
船

'
h固
E'ι
u

そ
の
後
は
、
法
人
課
税
部
門
の
山

畑
町
統
吊
官
の
①
税
務
署
の
恨
務
の
問

点
化

・
効
率
化
に
つ
い
て
②
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
に
つ
い
て

(
e
|
T
a
x
も

合
み
)
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
懇
談
と
な
っ
た
。

「
e
|
T
a
x
を
利
用
し
な
い

ネ
ッ
ク
は
つ
」
「
年
末
調
整
で
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
?
扶
養
搾
除
は
ど
う

な
っ
た
か
?
」
「
医
療
白
控
除
の
証
明

乃
の
取
扱
は
つ
」
等
々
の
質
問
が
山

て
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

大
変
む
怠
誌
な
交
流
だ
っ
た
。

説明をする富樫統括宮

東
北
一ハ
県
法
人
会
連
合
D
E

D
E
長
表
彰
を
愛
吉

' 

j毎
里予

正
之
氏

東

氏

去
る
十

一
月
卜
じ

H
、
仙
台
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
東
北
六

県
法
人
会
連
冷
会
運
何
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
o

w

そ
の
席
上
、
副
会
長
の
海
町
正
問

之
氏
(
川
崎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
士
業
問

附
)
と
四
ポ
の
佐
雌
東
氏
(
附
丸
四

東
工
務
時
)
に
、
永
年
法
人
会
の
閣

発
展
に
尽
ん
さ
れ
た
功
結
が
認
め
明

ら
れ
、
東
北
六
県
法
人
会
連
台
会
町

長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
附
ら
明

訟
れ
た
。

内

も

|消費税期限内納付]iF~ih耳【を実施中 I l!



平成23年l月7日

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
大
会
と

祝
賀
会
を
開
催

( 3 ) 

巾まを日す 二 一会(行)"1耐にン会フた]頁持いオチめ歴会卜テ催 i'l，iS
しし Wiを 027郎長、Fでi'i移ル場経 。き金|可ンヤな主員 三三イし会去
上たり手ま 25二γ 対話彦会し lを Lゴまし数しリが捕にグI 1ま II立る
けこ、?にた杯、 て ー~ ~~の、 ト サ後ルしてをなテら、会ブのゴしす
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行

年

部

会

販

の
a

a

卜

年

閣

の

歩

み

を

前

ム
宮

ス
ク
リ
l

部
い
字
、

ン

に

映

し

捌

な
が
ら
、
歴
代
部
会
長
に
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
初
代
部
会
長
の
佐
雌
東
氏
を
は
じ

め
歴
代
部
会
長
か
ら
、
吋
時
の
背
労
話

や
思
い
山
を
語
っ
て
引
き
、
祝
釘
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
ゴ
ル
フ
の
証
金
と
祝
賀
会
で

集
ま
っ
た
持
金
は
後
日
、

「雌
の
困
」

へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。
(
別
紙
掲
載

記
事
)

「とちぎ大~ ~...- f:宍加し ! a除、AJ ~~ '三~'JU
青年部会長舞 石 《 太

郎サドはしジあル所グ れ行象管けをる導パ人強ル制点点いどでプわ合たジ 七で卜
出ミホ伺ちユりカをラそま つ に内で構よ者~ 得」税京で力のはレれ文しユ私名聞五去
rriノテか si-4移ン ρしさ租全は築うとがzし構教のしの実、ゼた化ま lはで催日高
5;ti HiH;長;ちミ22ifiEそ弓;ti221千目;許認立4
H染め部グト fのィ長ル同 ぷ活童全部デ躍室の lL戦川人秀活素きシ行|木参のし関白内
栄に会ラ五しス |ウによu 彩動を体会ルでのメ川!モ会会動防杭ヨ活で県加スたかの円
氏乍長ン H まケが工場氏 さそ対でた」き指ン法がデのを発しきン拶]行総いケ 。ら地

祝 ・青年部会設立20周年~おめでとう|

E組 1田E全国青年の集い

に
よ
る
広
調
講
演

「小
f
化
時
代
に
向

け
た
魅
刈
あ
る
ま
ち
。つ
く
り
」
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
は
、
哉
々

白
年
部
会
と
同
じ
世
代
で
、

一4
期
日
の

市
長
で
し
た
が
、
栃
木
な
ま
り
で
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
パ
リ
パ
リ
と
し
ゃ
べ
る

と
い
う
感
じ
で
、
乙
れ
が
都
会
川
合
と

い
わ
れ
る
宇
都
宮
の
魅
力
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
講
演
終
f
後
、
円
卓
会
議
の
場

所
を
」一
会
場
に
分
け
て

「少
子
化
時
代

に
向
け
て
」
「
租
税
教
青
の
す
す
め
応
」

の
-
一つ
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
法
に
話
し
合
わ
れ
午
前
の
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
終
了
し
ま
し
た
。

Mm食
後
、
繁
倍
街
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
l
で
行
わ
れ
て
い
る
ま
ち
な
か
展

に
行
き
、
小
野
与
山
前
部
会
民
、
所
雌
、

初
日
代
山
副
部
会
長
と
合
流
し
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
展
は

「鮫
子
の
ま
ち
」

「J
A

Z
Z
の
ま
ち
」

「カ
ク
テ
ル
の
ま
ち
」
宇

都
宮
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
構
成
さ
れ
た

会
場
は
、
係
地
か
ら
来
た
法
人
会
メ
ン

バ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私

た
ち
も
何
種
煩
か
の
般
子
を
味
わ
い
、

そ
の
後
、
大
会
式
典
会
場
と
な
る
栃
木

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

へ
と
向
か
い
ま
し
た
式
典
会
以
で

佐
々
木
監
ポ
と
事
務
局
と
合
消
し
会
場

に
人
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
供
同
刊
し
い
ぷ
彰

が
行
わ
れ
、
次
回
大
会
開
催
地
の
三
重

県
連
に
大
会
旗
の
伝
達
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、

三
遊
』
苧
円
楽
師
匠
の

講
演
で

「笑
顔
の
日
本
語
1
ユ
ー
モ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
お

こ
な
わ
れ
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

一パ
仰
木
の
ド
ッ
チ
ボ
l
ル
で
は
な
く
、

-eパ

民
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。」
な
ど

一
時
間
企
a

十
分
の
問
、

師
医
ら
し
い
楽
し
い
お
話
で
し
た
。

大
懇
親
会
は
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
を
会

場
に

「う
ん
め
え
も
ん
」
で
お
も
て
な

し
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

の
相
手
大
会
に
比
較
す
る
と
、
体
育
館

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
市
ビ
l
ル
と
乾

き
物
、
野
外
で
の
ブ
l
ス
も
行
列
、
先

り
切
れ

「お
も
て
な
し
」
は
ど
こ

へ
つ
?
?
昨
H
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
も
立
食
で
、
飲
む
も
食
べ
る
も

で
き
な
か
っ
た
の
で
、

二
日
目
の
大
懇

親
会
く
ら
い
は
、
き
ち
ん
と
し
て
欲
し

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
送

迎
パ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
り
、
不
愉

快
な
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

円
一
昨
仮
に
、
全
国
H
H
年
の
集
い
と
ち
ぎ
大

会
に
参
瓜
く
だ
さ
い
ま
し
た
ん
々
に
は
、

深
く
感
謝
巾
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
今
岡

の
と
ち
ぎ
大
会
に
参
加
し
て
、
改
め
て
昨

年
の
岩
下
ト
人
会
は
本
当
の
忌
味
で
大
成

功
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
昨
年
の
こ
と
な
が
ら
岩
手
六
会
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
敬
意
を
表

し
ま
す
。
あ
り
が
と
、
「
λ

ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
年
は
、
卜

一
ハ
ト
八
日
ニ
噴
出
川
常
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

一羽
川崎
γ
圃

一町一一'B‘
品
園
町

J
f
j
J
Y

圏

一千
-u
-明
、一種

一

1ev--企府閣
一
一
f

」圏

一%。
e
、d
d
JJ

一

、
e
β
t
~謹

一
盛
靖
7

程

一

一

-t

d

惇
炉

開
幽
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社
会
氏
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
相
税
教
室
」
を
、
今

年
度
は
青
年
部
会

・
ぷ
性
部
会
そ
し

て
川
崎
支
部
で
小
学
六
年
生
の
児
唱

を
対
象
に
併
せ
て
じ
阿
開
催
し
た
。

初
め
に
税
金
の
あ
る
国
と
無
い
凶

自旬印

守

を
拙
い
た
D
V
D
「マ
リ
ン
と
ヤ
マ

ト
不
思
議
な
日
曜
円
」
を
観
賞
。
そ

の
あ
と
、
ク
イ
ズ
で
税
金
の
種
類
や

使
い
道
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
、
税
金
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。
ま
た
児
車
一
人
一
人
に
一
億
円

クイズに答える児童たち

11.17 室根東小学校

/""'、

の
レ
プ
リ
カ
の
市
一
さ
を
体
感
し
て
も

ら
っ
た
。
児
む
ら
は
「
丑
い
1

」
と

か
「
欲
し
い
!
」
と
か
峨
々
な
声
を

上
げ
て
い
た
。

1億円の重さを体感しよう l挨拶をする佐藤副部会長

虫
色
印

挨拶をする舞石部会長1億円のレプリカを持つ児童たち

/""'、

宇部部会長と1億円のレプリカを持つ児童

クイズを真剣に解く児童たち

Z税教室
雀/惟)二L問地区法人会

熱心に税について学ぶ児童たち

τ五百里高石1

クイズに元気に答える

児童たち

1聞をもって'i¥，'!"
官

税金の使い道を話す金野幹事

|消費税期限内納付]iF~mj)J[を実施中 I l!
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23 
だ

;三

室
根
支
部

一
関
旭
区
法
人
会
室
根
支
部
研
修
実
施

蔵
の
町
川
越
の
ま
ち
並
お
を
研
修

( 5 ) 

開
地
区
法
人
会
主
恨
支
部
で
は
、

十
.
一月
十
阿
H
か
ら
ト
五
円
の
.
一日

間、

一
関
商
工
会
議
所
主
根
地
域
迎

常
協
議
会
と
の
共
催
で
合
同
会
員
研

修
を
埼
玉
県
川
越
市
と
東
京
都
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
向
の
研
修
目
標
は
、
室
根
地
域

の
活
性
化
策
を
探
る
意
味
合
い
も
合

め
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
L
L
蹴
造

り
の
版
並
み
を
}
引
用
し
た
川
越
市
の

H

般
の
町
u

向
山
街
、
H

お
年
寄
り
銀

座
H

と
し
て
布
名
な
巣
鴨

・
地
蔵
通

り
商
的
街
、
H

フ
l
テ
ン
の
寅
さ
ん
H

を
活
用
し
た
砧
飾

・
柴
X
の
向
山
街

な
ど
で
、

二
卜
名
の
参
加
行
は
と
て

も
有
・
長
義
な
二
円
間
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
初
H
は
、
最
初
に
全
同
の
鉄
道
マ

ニ
ア
が
注
日
す
る
大
{
円
の
鉄
道
陣
物

舶
を
訪
れ
、
午
後
に
は
川
越
市
へ
移

動
し
ま
し
た
。
川
居
市
は
首
都
闘
中

心
部
か
ら
は
外
れ
て
お
り
ま
す
が
、

徳
川
家
ゆ
か
り
の
き
多
院
や
仁
雌
造

り
の
政
並
み
な
ど
歴
史
的
建
造
物
を

数
多
く
布
し
て
お
り
ま
す
。

川
出
血
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
大
き

、』ー/

く
」一
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。「
υ

白
多
院
」
界
限
、
「
川
越
城
本

丸
」
界
限
、
そ
し
て
「
蔵
造
り
の
町

並
み
」
界
隈
で
、
そ
の
弓
箇
所
が
歩

い
て
移
動
で
き
る
ゾ
l
ン
に
な
っ
て

「
長
時
間
部
制
形
観
光
地
」
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
特
に
口
を
引
い
た
の

が
蔵
造
り
の
続
く
町
並
み
で
、
そ
の

全
て
が
重
厚
な
上
肢
造
り
そ
の
ま
ま

を
日
か
し
た
尚
業
施
投
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
た
。
お
菓
子
屋
さ
ん
、

(
ウ
ナ
ギ
凶
の
多
い
)
飲
食
問
、
伝

統工作一
E
口

m
や
お
ヒ
産
屋
さ
ん
等
が
何

件
も
辿
な
っ
て
い
て
、
当
日
は
日
曜

円
と
い
う
乙
と
も
あ
り
、
観
光
客
で

ど
の
同
も
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
旧
川
越
街
道

(
県
道
)
で
、
市
輔
の
通
行
日
が
多

く
観
光
客
は
白
山
に
横
断
で
き
な
い

状
態
で
す
が
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
る
歩
行
者
天
国
な
ど
て
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
観
光
客
誘
致
に
向

け
て
宵
民
一
体
と
な
っ
て
努
刈
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
地
域
資

源
を
う
ま
く
活
用
し
た
先
進
地
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

翌
円
は
以
初
に
巣
鴨
の
地
政
通
り

商
山
街
を
訪
れ
ま
し
た
。
知
名
度
は

あ
る
も
の
の
初
め
て
の
方
も
多
く
、

商
同
街
人
U
か
ら
と
げ
ぬ
き
地
蔵
持

で
有
名
な
白
岩
浮
ま
で
散
策
し
ま
し

た
。
商
山
街
は
均
し
き
町
制
無
く
ぎ
っ

し
り
と
同
ま
っ
て
お
り
、
取
扱
円
山
口

は
か
高
齢
者
居
H

に
合
わ
せ
た
感
じ

の
も
の
が
口
に
付
き
ま
す
。
」HM
山右与

皐三
MF

で
は
外
に
あ
る
「
盟
問
山
一
行
汗
雌
」

別
名
H

洗
い
観
立
γ
の
と
こ
ろ
が
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
白
分
の
体
の
悪

い
部
分
と
同
じ
(
観
仔
様
の
)
部
分

を
洗
う
と
治
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

大
勢
の
方
々
が

一
生
懸
命
洗
い
流
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
商
同
街
は
昔
か

ら
栄
え
て
い
て
、
安
定
し
た
そ
の
w
長

さ
H

に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。
こ
こ
の

H

キ
ー
ワ
ー
ド
H

を
あ
え
て
挙
げ
る

と
し
た
ら
「
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」

そ
し
て
「
御
利
益
(
ご
り
ゃ
く
)
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宅
極
地
区
に

も
何
か
中
l
て
は
ま
り
そ
う
な
ワ
l
ド

に
も
感
じ
取
れ
ま
す
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
東
京
都
の
特

別
名
勝
と
な
っ
て
い
る
「
六
義
嗣
(
り

く
ぎ
え
ん
と
で
す
。
江
戸
時
代
、

柳
沢
吉
保
が
築
園
し
代
友
的
な
大
名

庭
園
と
し
て
有
名
で
、
明
治
に
人
っ

て
か
ら
は
三
菱
の
創
業
者
の
円
崎
嫡 高岩寺の前にて

太
郎
の
別
邸
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
H

ド
町
u

方

面
に
向
か
い
ま
し
た
。
映
画
「
フ
l

テ
ン
の
寅
さ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た

必
飾

・
柴
X
の
尚
時
街
で
は
帝
釈
天

宇
佐
見
学
し
た
り
、
商
応
街
で
の
円
山

時
聞
に
名
向
昼
食
を
取
っ
た
り
お
上

産
を
買
っ
た
り
と
下
町
情
緒
に
た
っ

ぷ
り
と
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
は
今
話
題
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
l
の
て
事
現
場
近
辺
ま
で
移
動
し
、

そ
の
壮
大
な
建
築
物
を
昆
上
げ
な
が

ら
H
本
の
経
済
活
動
や
建
築
技
術
の

遣
さ
な
ど
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

A
r
同
の
視
察
研
修
で
は
興
味
深
い

視
察
先
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
室
根

地
域
で
の
活
性
化
策
を
与
え
る
た
め

の
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
よ
う
な

行
忌
義
な
研
修
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

藤
沢
支
部

雌
沢
支
部
で
は
、
去
る
ト
パ
ヒ

H

に
一
関
税
務
署
円
行
署
長
を
講
師
に

「
e
|
T
a
x
導
入
の
背
宗
と
最
近

の
動
向
」
を
テ
i
マ
と
し
た
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
菊
地
会
長
が
「
今
円
の
講

習
会
を
会
員
の

e
|
T
a
x
普
及
推

進
の

一
助
に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

般
の
後
、
山
石
川
什
署
長
か
ら
資
料
を
以

に
説
明
を
戴
い
た
。
ま
ず
、
」
日
川
皮
I

T
化
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
府
の

l
T
戦
略
を
只
休
的
に
説
明
。
続
い

て
凶
税
庁
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ω

e
|
T
a
x
の
運
用
、

②

e
|
T
a

x導
入
目
的
、

③
利
便
性
の
向
上
策
、

④
平
成
二
十
二
年
度
の
シ
ス
テ
ム
改

革
ハ
等
の
川
つ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

特
に

e
1
T
a
x
利
用
の
持
及
拡
大

に
つ
い
て
は
、
平
成
A

一卜
年
九
川
に

政
府
の

I
T
戦
略
本
部
が
決
定
し
た

「オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
拡
大
行
動
計

両
」
に
お
け
る
重
点
卜
五
手
続
き
に

つ
い
て
ぶ
さ
れ
、
で
き
る
所
か
ら

e

|
T
a
x
を
利
用
し
て
戴
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

雌
沢
町
は
-
一卜
.
一A
年
-
二
川
に
は
全

世
的
、
事
業
所
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

設
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
高
速
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
い
、

e
l
T

a
x
に
つ
い
て
も
、
利
用
拡
大
が
期

待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

説明をする岩谷署長

l!1消費税期限内納付liFfIJuAEを実施中



( 6 ) 

一
関
支
部

去
る
、
卜
一
月
九
日
(
火
)
に

第
卜
九
同
会
員
親
睦
旅
行
が
開

催
さ
れ
、
山
形
は
天
童
方
面
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
占
寺
渓
谷

・

神
通
峡
の
散
策
で
は
、
足
も
と
一

面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
落
ち
葉
の

じ
ゅ
う
た
ん
の
上
を
歩
き
、
空
か
ら

降
っ
て
く
る
枯
れ
葉
吹
雪
に
圧
倒

さ
れ
、
自
然
の
作
り
出
す
黒
色
は

素
晴
し
い
も
の
で
し
た
。
散
策
の

後
は
、
昼
食
と
出
泉
で
疲
れ
た
身

体
を
癒
し
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め

て
お
り
ま
し
た
。
開
湯
百
年
の
温

泉
宿
「
ホ
テ
ル
王
将
」
を
後
に
、

天
童
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ン
工
場
へ
。
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イ
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が
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出
来
る
ま
で
、
ワ
イ
ン
を
美
味

し
く
頂
く
に
は
・
-
-恒
細
か
く

説
明
を
受
け
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
好

み
の
ワ
イ
ン
を
お
土
産
に
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。
生
憎
の
天

気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

晩
秋

の
山
形
を
満
喫
?
し
て
き
ま

し
た
。

口

ホテル王将前にて

惨
事
務
局
よ
り

年
皇
賞
納
入
@
お
願
い

平
成
二
十
二
年
度
の

会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ

て
い
な
い
会
員
さ
ま
は
、

先
に
お
送
り
し
た
「
会
費

納
入
通
知
書
」
(
振
込
用

紙
)
に
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

これがうまいかな?

ゐ
天童ワインを試飲中、

• 

全法連では、平成23年度税制改正に向け、政府・政党等に対して提言活動を行いました。

財務両Ij大!日

財務大r~政務Yf

直樹氏

古本伸一郎氏

税制改正要望に関する団体ヒアリング

峰11崎

.引受保険会社(お問い合わせ先)

Af句c
法人会の医療保険

アフラック(アメリカンファミリー生命保険金約

盛岡支社
干020-0045
岩手県盛岡市盛岡駅西透2-9・1マリオス13F
募集文書番号 AF~推-2009-0044-1 012021 7月16日

法人会フリーダイヤル

Eヨ0120・876・505

一法人会一

因EVER
資料踊*いただいたお客僚の個人情報の利用目的は、

ω当社、その関連主社鍵燐会社の畠樋商品やサービ
スの案内・握供雄持管理、③当社業務に関する情報

提供運営管理、商品やサービスの充実となります.

また、これらの利用目的のために個人情報が当社指定

の代理后に提供されることにつきご了草ください.

。群し〈は「パンフレット{契約視要)Jをご確包ください.

ー圃圃圃圃圃圃"'1.
保障のプラスで更に額れる

..嘩強制度適用外的 女性特宜町病気回保障を
先進5.の保障を 上県せしたい方r~
よ乗せしたい方は

~細か く互問診

|消費税期限内納付)irfIiMJJJ [を実施中1m
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22.10.1 
青年部会 ・研修の集い気仙地区大会

(酔仙酒造にて)
算決月山

{
呂
~
査
月
調
8
席
(
上
会
谷
明
高
説
署
告
務
申
税
算
間
決
盛

2
税

・.

9
人
師

辺
法
講

、町- ノ.r場結iの分前」前a而両証明会
V 同町， 日τzuァz:E旧A.V・z柏情民

、ー/

22.10.20 一関支部 ・税務セミナー
(挨拶をする松岡支部長)

事且を考える週間特別鴫3賞金 一-
r 不~番通菌室主= ノ民..~三 』
. ..富市/居間醐置場車曹 畳間目 勝俗氏

当主催経団海人一・・"''''人倉

22.12.2 
税を考える週間特別講演会「坐禅と人生」

(挨拶をする小野寺会長) 法人税&消費税決算申告説明会
主憧/ゐ鍾ー園地区法人主・一間輯帽・

22.12.6 法人税決算申告説明会
( 11 月 ~1 月決算)
講師.一関税務署斉藤上席調査官

当会では、毎年 1)1・5引j川j卜.7 J月].1叩or凡jに「吋
冊寸チ三.ほうじん」を会iμi様に送付しております。
その際に、「会t~l サービス」の -開として、
会[1様のダイ レクトメールやチラシを無料
で:'lriJ封させていただいております。
ご希引のん-は、下記の要領でお11'込みく
ださい。

[記} ①次回送付日
平成23年 5)J 20 11頃
②チラシ等の大きさ
A4版 1枚
③申込締切

平成23年 5JJ10ll(先却|的 5件)
22.1217 人事労務管理セミナー
講師経営労務コンサルタント牧野先生

会| 消費税期限内納付]irm~Eを実施中
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fi 
医療ジ、ヤーナリスト 大 谷

-ブドウの成分のポリフェノールに抗酸化作用
近ごろよく、「体に良いというので、お酒は赤ワインに代えた」という話を聞きます。ことの次第は説明して

いくとして、これには有名なエピソードがあります。かつて「フランス人はチーズやフォアグラなどを沢山食

べても、心臓病や脳梗本の死亡再が少ないのは、赤ワインを愛飲しているからだ」という論文が発表されて、

大反響を巻き起こしたのが引き金でした。

その論文で指摘されたのが、赤ワインに多く含まれているポリフェノールという成分です。これは原料にな

るブドウの皮や種に多く含まれている苦味や渋昧の素です。同じワインでも白は果皮などを除いて作るので、

効能は弱いと言われます。

さて、その後の研究で、ポリフェノールには強い抗酸化作用があり、体内にたまった悪玉コレステロールを

退治したり、高血圧や糖尿病、動脈硬化、脳梗塞などを防いだりする働きをすることが分かつてきました。ガ

ン予防に役立つという探求も進んでいます。論文は決してマユツパではありませんでした。

ただ、ポリフェノールはブドウだけに含まれているのではありません。元々は植物の光合成によって作られ

るので、あらゆる植物が持っており、その数は数千桔にも上ると推定されます。そうした有効成分群の総称が

ポリフェノールなのです。

赤や紫の色をしたブドウに多く合まれるのは、フルボナイド系のアントシアニンと呼ばれるポリフェノール

です。このほか、他の種頒も人っています。同じ色のブルーペリーもそうです。

-苦昧のある日本茶やコーヒ一、山菜などにもひ、っしり
そのほかのポリフェノールを紹介すると、日本茶に多く含まれているのはカテキンです。昔からタンニンと

呼ばれてきた渋味の素です。また、豆腐や豆乳の原料になる大豆にあるのがイソフラボンです。最近は頻繁に

耳にするようになりました。

このほかチョコレートに多いのが、カカオマス ・ポリブェノール、日本蕎支はルチン、イチゴはエラグ酸で

す。コーヒーにも赤ワインに匹敵するポリフェノールが含まれていると注目されていますが、主成分はクロロ

ゲン酸と呼ばれます。苫味の強い山菜にも、様々なポリフェノールが詰まっています。

話を戻すと、フランス人はアメリカ人などに比べると心臓病の少ないのは確かですが、平均寿命は世界ーの

Ilノド人より 2歳ほど低いのが現状です。ワインの過飲による病気も派生しており、赤ワイン健康説は業者の宣

伝だと断じる声もあります。

しかし、赤ワインを機に世界の日がポリフェノールに集巾し、研究が飛躍したのは結構なととです。“健康の

友"となる魅惑的な成分で、あることは間違いありません。結論としては、下戸が無理をして赤ワインを飲む必

要はなく、身近な食品にも目を投じ、 3食きちんと摂って欲しい、という乙とになります。

[筆者紹介]

大作克弥(おおたに ・かつや)医療ジ、ヤーナリスト。東北福祉大学講師。日本医学ジャーナリスト協会会員。

読売新聞社出身で、在職中に長期連載「医療ルネサンス」を削設。現在はフリーで、再作、講演活動などに従

'J-c。

|消費税期限内納付]i;r~]Ü1J[を実施中 I l!l
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d主唱脇~Qì
(株)アルティスタ人材開発研究所

イ吃 表一玄

-私欲をすすぐ「銭洗いJ
“トイレを磨くと、ベっぴんさんになる"一、という歌詞でー雌ヒッ ト曲となった「トイレの神様」。この歌

で、ひょんなことを思い出した。そういえば小さい頃、我が家もトイレに正月のお供え餅を白いていた。トイ

レを肥っていたのである。

なぜ、 トイレを紀っていたのか。ず、っと解らなかったその答え。つらつらと銭洗い弁天さんに思いを巡らし

ていたら、ようやく見いだすことができました。

初詣のついでにとかで、誰でも l度くらい銭洗い弁天さんに立ち寄ってお金を洗ったととがあると思います。

ザルにお金を入れて、/1'<を掛ける。洗うというより “すすぐ"という感じ。そんなことできれいになるワケな

いって解っているけれど、来年もお金に閃らないようにとか、お金持ちになりますようにとか願掛けながら、

お金を “洗い"ます。いうなれば、験判ぎ。

でも、すすいだぐらいでお金がきれいになるかといえば、それはない。とはいえ、願い事の内界とお金を洗

うという行動にも、繋がりが見えません。にも拘わらず、なぜそういう験担ぎが生まれたのか。

そ乙にチラッと、日本人の暮らしの知恵が隠れているように思います。それはお金を洗って洗い落としてい

たものは何か、ということ。洗って落としていたものはズパリ、お金につきまといがちな「私欲」です。

お金があれば、たいていのことは何でも山来ます。ですから人はお金を集めようと思うもの。ととろで、お

金がこちらにくるということは、あちらのお金は減るわけです。モノと交換だから当たり前なのですが、それ

で収まらないのが人情。その買い物はよかったのか、値段と相応だ、ったのかと後からいろいろ考えてしまうもの。

そんな相手の心を充たすには、お金を減らした分以上の満足感を聞けておくことが出来なくてはなりません。

-秘められた経営思想
ほらほら、「はい、おまけだよ」って、ちょっと何か付いてくると惜しい気分になるという、あれですよ、あ

の気分。お金を減らしてしまった相手の気分を癒しておくこと。これって、いうなれば思いやり。私欲があっ

ては山来る乙とではありません。それが上手くできると、ご晶眉やリピーターとなって、今度は“お金を運ん

でくれる"ようになる。「お金を洗う」→ 「私欲をすすぐ」→ 「相手の心に思いを馳せて対応するJ→「リピー

ターが生まれるJということで、ようやく 「お金が集まる」という願い事がかなう、というわけです。

ところが、 言うは易く行うは難し。乙うしたことは、中々身につくモノではありません。そこで、 “お金を洗

う"というセレモニーを日本人は編み出した。“私欲"をすすぐことを忘れないようにという広らしの知恵、仕

掛けだったのです。11本の経営思想には案外、スゴイものがあるのです。

所詮、人の世は清いだけではありません。だからこそ、「聞き流す」という表現があるように、

す」ということに一つの価値を置いているように思います。

H本では「涜

その「涜す」が、 トイレと重なった。トイレに神がいると杷るのも、そんなところが発信源だと思いますが、

卜|本の トイレの神肢がして下さる「べっぴんさん」も、きっと “心美人"のことなのですね。

[筆者紹介]

玄間千映チ(げんま ・ちえこ) 憐)アルティスタ人材開発研究所代表。園型院大学卒。米インマヌエル大学大

学院卒後、米スタンフォード大学ビジネススクール修了。財団法人日本船舶振興会(現日本財同)役員、同会

議員各秘占を経て1994年に前身の(有)アルティスタを設立し代表に。2006年現社名に改組。円本大学大学院

非常勤講師、(財)港湾空間高度化環境研究センター監事などを兼任。著書に 「ジョブ ・デ、ィスクリプション一

問一答JIリス トラ無用の会社革命Jなど。

金 |消費税期限内納付lirW?iEを実施中
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扶養控除の見直しが行われました
平成22年度の税制改正により、次のような改正が行われています。

(1) 年齢16歳未満の扶養親族(以下「年少扶養親族Jといいます。)に対する扶養控除が廃止されました。
これに伴い、扶養控除の対象が、年齢16歳以上の扶養親族(以下「控除対象扶養親族Jといいます。)とす
ることとされました(下記表 l参照)。

(2) 年齢16歳以上19歳未満の人の扶養控除の上乗せ部分 (25万円)が廃止され、乙れらの人に対する扶養控除
の額は38万円とすることとされました。
乙れに伴い、特定扶養親族の範囲が、年齢19歳以上23歳未満の扶養親族に変更されました(下記表 l参照)。

(3) 乙れらの改正は、 平成23年 1月1日以後支払うべき給うについて適用されます。

表 1 [年齢別の扶養控除の概要]
控除額

税務署からのお知らせ

38万円

63万円 γ
上乗世部分

58万円
(25万円) 48万円 同居者親等加算
【廃止】

司司・，ーーーー，ーーーー ・ーー

特定扶重親族

年少技量器庫 一艇の
一般の 老人扶養親族

【廃止】
控除苅象 控除苅象扶養親族
扶養親族

~15 歳 16 歳~ 18歳 19 歳~ 22歳 23歳 ~ 69歳 70歳~

控隙苅象扶麓親族
-----------司圃'・・.

扶 聾親族

年齢

2 所得税の確定申告は、 e-Taxをご利用ください

-e-Taxをご利用いただくメリット~
O 国税庁ホームページから電子申告
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax(電子申告)を利用して
提出することができます(確定申告書等作成コーナ は「確定申告特集ページ」からご覧ください)。

O最高5，000円の税額控除
平成22年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行うと、
所得税額から最高5，000円の控除を受けることができます(平成19年分から22年分の間でいずれか1回)。
O添付書類の提出省略
医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、提出文は提示を省
略する乙とができます(確定申告期限から3年間、書類の提出文は提示を求められることがあります)。
O還付金がスピーディー
e-Taxで申告された還付申告は、早期処理しています (3週間程度に短縮)。
0 24時間いつでも利用可能
所得税の確定申告期間中は、 24時間e-Taxの利用が可能です。

'‘、，

I e-Taxlこ関する'情報はe-Taxホームページ‘へ www.e-tax.nta.go.jp 
I e-Taxの操作に関するお問い合わせばe-Tax・作成コーナーヘルプデスクへ TEL 0570-015901 
※ 月曜日から金曜日(祝日等及び12月 29 日 ~1 月 3 日を除く)の午前 9 時から午後 5 時までご利用いただけます
ご利用時聞については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホ ムペ ジでご確認ください。)。

税に関する情報は国税庁ホームページへ www.nta.go.jp 

法人会ニュ スいちのせきは、資源保護のため古紙配合の再生紙を使用し、大豆油インキで印局IJしています。
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